石川武美と『主婦之友』
4年　石原彩圭

1.はじめに
　今日、我々は当たり前のように書店で数多くの婦人向け雑誌を目にする。現在の婦人雑誌は年代やテーマごとにその対象が細かく分かれ、読者は自分の趣味に合った雑誌を選択し楽しむことができる。婦人雑誌の源流をたどると、明治17年（1884年）創刊の『女学雑誌』に辿り着く。『女学雑誌』は読者の対象に初めて性別の限定を与えた雑誌であり、婦人の啓蒙に努め婦人界の伝言板のような役割を果たした。それ以降、明治前期に創刊された『貴女之友』『家庭雑誌』『女鑑』などの婦人向け雑誌は、主義主張の違いはあれど啓蒙的な内容のものがほとんどであり、女子の家庭や社会での在り方や心構えを論ずるものであった。明治後期になると、『婦人画報』『婦女界』『女学世界』といった商業的婦人雑誌が登場し、各誌ともより実用的な内容の家庭記事や文芸、美容関連の記事を扱った。明治30年代半ばの婦人雑誌の発行部数は、2～3千部のものから多いもので7千～1万部ほどであったが、明治42年（1909年）に雑誌の「販売委託制」を導入したことによって売れ残った雑誌を再び大量に流通させることができるようになり、雑誌の発行部数は増加した。中でも実業之日本社の『婦人世界』は明治42年に発行部数40万部を記録した。
　そのようにして始まった婦人雑誌は、大正期におけるマスメディア市場の拡大や女性のリテラシー向上に伴って隆盛を極める。明治末期に誕生した『青鞜』から婦人問題への関心は高まり、さらに女子労働者の増加や職業婦人の登場により女性の社会進出が拡大していったこともあり、女性読者の増加や婦人雑誌創刊の拡大へとつながった。明治44年（1911年）から昭和6年（1931年）にかけて創刊された婦人雑誌は約214種類にも及ぶ。その中に、大正6年（1917年）の創刊から2008年に至るまで発行され、昭和期には最高で180万部もの発行部数を誇った巨大な雑誌がある。石川武美により創刊された『主婦之友』である。講談社による国民的大衆雑誌『キング』の最高発行部数が62万部であったことと比較しても、読者の対象を「主婦」と限定しているにもかかわらず、『主婦之友』が日本国民から驚異的な人気を博していたことがわかるだろう。
　『主婦之友』はなぜこれほどまでに人々に愛され、読まれ続けたのか。本稿では、『主婦之友』とその生みの親である石川武美に焦点を絞り研究したいとおもう。但し、前述の通り『主婦之友』は平成の時代まで存続した長寿雑誌のため、今回は婦人雑誌が隆盛を極めた大正期に時代を限定することをご了承願いたい。
2.石川武美が『主婦之友』創刊に至るまで
2-1.石川武美の上京
明治20年（1887年）10月、石川武美は大分県宇佐郡安心院町で農家の次男として生ま

れた。兄と姉、妹と二人の弟を持つ彼は明治35年に県立宇佐中学校に入学するが、翌年の秋中退、単身上京する。というのも彼の家は貧しく農業を営んでおり、その両親に負担をかけないために、彼は中学校を辞め東京で苦学する道を選んだのであった。
大分から一人上京した彼はまず、小学校時代の担任教師であった久保三郎という人物を
訪ねる。牛込区榎町に住んでいた久保は当時早稲田大学に在学中であり、のちに内務省警保局、千葉市長などを経て昭和5年（1930年）には主婦の友社役員に就任している。この時久保は石川のことを覚えてはいなかった。しかし、どんな仕事をしながらでも苦学するという石川の強い意志やその人物を見抜いた彼は、石川の為に働き口を探し回った。その後久保は尾立維孝という人物を訪問し、石川を頼むことにする。尾立は司法畑の高官であり、宇都宮地裁や名古屋地裁の検事正を経ている。久保が訪問したこの時、尾立は台湾覆審法院検察官長に任命されたために台湾に赴任中であり、尾立家では夫人富子が女中と共に暮らしていた。この富子夫人は後に石川が主婦を対象とした雑誌を創ることに影響をあたえた1人である。富子夫人は敬虔な仏教徒であり、その立居振舞は石川の心を打った。夫人は石川に非常に親切に接し、また信仰心の大切さを教えた。石川は『主婦之友』昭和4年10月号の「編集日誌」において富子夫人を「夫人というものに尊敬を持つことを、身を以って知らして」くれた人物と書き、「私が家庭のために、婦人のために、働くようになったのも、夫人の感化影響が大きいのである」とまで書いている。また、昭和27年に『清水だより』の中でも、石川は夫人を情け深く自分を正しい道に導いてくれた人物だと評価し、「私が家庭のために生涯をささげるようになったのも、この夫人の感化と影響によるものが多い」と書いている。尾立家に世話になっていたのが1ヶ月半ほどであったにも関わらず石川がこれほどまでに夫人を評価していることから、彼女が『主婦之友』に与えた影響の大きさが推測される。
2-2.出版業界へ―同文館時代―
久保三郎、尾立富子夫人らに世話になった石川は上京したその年に神田区表神保町の同
文館書店に住み込みで働くことになる。同文館は出版業も展開していた書店であり、石川は社員ではなく前垂れをかけた小僧スタイルでのスタートとなった。がむしゃらに働いた石川は程なくして早稲田支店への配属となる。石川は昼間店頭で店番をし、夜は出版社と取次店を回って注文書や新刊書を仕入れ、寝る間も惜しんで仕事に精を出した。石川の努力の甲斐あり、早稲田支店は東京1位の売上を誇るようになった。早稲田支店で働く傍ら石川は非常に多くの本も読んだ。このころから彼は出版業への興味を募らせていった。
　明治38年（1905年）、支店での努力が実り石川は本店勤務となる。出版業での第一歩を
踏み出したのであった。本店での最初の仕事は教育雑誌の営業であった。石川は酒や煙草には手をつけず、勤勉で忍耐強いその仕事ぶりは森山社長からの信頼へと繋がり、時には社長の相談相手となることもあった。
　明治43年（1910年）3月、同文館は婦人雑誌『婦女界』を創刊する。これは当時順調な売れ行きを記録していた実業之日本社の『婦人世界』に対抗したもので、創刊号は5万部を発行することに決定した。この時石川は会社の倉庫係として勤務していた。明治40年から2年間、石川は小倉の歩兵第四七連隊において兵役生活を送った。その間に会社の組織や経営は大きく変わり、石川のポストが無くなってしまったために倉庫係として働かざるを得なくなっていたためである。倉庫係の石川は『婦女界』創刊について、その発行部数の多さに無謀であると大きく非難した。この『婦女界』は石川の予想通り失敗に終わり、大半が返品となった。『婦女界』の失敗は同文館全体に影響を及し、建て直しを迫られた森山社長は予てから信頼のあった石川にも意見を求めた。これに対して石川は、『婦女界』編集陣の建て直し、さらに『青年之友』編集責任者を務めていた羽仁吉一を顧問に招くべきだと説得した。明治44年（1911年）1月、『婦女界』は編集に羽仁吉一、羽仁の友人で元教師の都河龍を迎え、営業に石川が抜擢されて再スタートを切った。羽仁の夫人もと子も記事を執筆した新年号はまずまずの好評を得ることが出来、『婦女界』は軌道に乗るかと思われた。
　しかし同年、石川は同文館の退社に追い込まれてしまう。ある休日を利用して、石川は上司に無断で関西の販売状況を視察しに行く。その翌日欠席したことに対し、同僚から「越権行為」だと責められ、身に覚えの無いデマを流されてしまう。石川の『婦女界』への抜擢や活躍を妬んだ社員により、石川は責任辞職に追い込まれることとなった。石川は不満ながらも「仕方がない」とやむなく退社した。石川の不当な解雇を受け、羽仁・都河らも自ら同文館を後にした。
2-3.石川武美とキリスト教

　同文館で働いていた時期、石川はキリスト教に入信する。明治38年（1905年）の秋、同文館早稲田支店で働く傍ら、石川は日曜日には本郷壱岐殿坂の教会へ通った。本郷教会は当時「学生の教会」と呼ばれるほど男女学生で賑わい、朝礼拝に集まる信者は500人を下らなかった。この教会の和やかな雰囲気は。大分県からたった一人上京し寂しく生活を送っていた石川少年の心の拠り所となった。石川は『本郷教会創立五十年』において、「教会を通じて知りえた家族というものの尊さ」から家族のために働こうという考えを得たことや、教会での教えが自分の生涯に大きな影響を与えたことを語っている。「家庭を清くすることが、日本を清くする一番の手近い道」であり、「基督の道を歩く最も意義ある方法」がそのために働くことであると述べていることから、石川の『主婦之友』創刊において本郷教会時代の経験が影響していることが伺える。
キリスト教を通じて出会った人々も石川の出版人生において重要である。明治39年6月、石川は本郷教会の海老名弾正から受洗した。雄弁をふるう海老名弾正の伝道は本郷教会では有名であり、石川は彼からキリスト教の教えや人間の生きる道を教わった。海老名弾正は石川の人格形成に影響を及ぼした人物であり、『主婦之友』創刊号では「温泉と海濱とで神経痛を治す」という記事を執筆している。また、石川はキリスト教を通じて安部磯雄とも出会った。安部磯雄は同志社時代に新島襄から受洗したキリスト教徒であり、本郷教会でもたびたび講演を行っていた。石川は早稲田大学教授であった安部の元へ、注文書席の配達のために頻繁に通っていた。そこで、こまを夫人から親切な心遣いを受けたことも彼の婦人雑誌創刊へ影響を与える。ある雨の日に安部家を訪れた石川の靴は、ぬかるんだ道のために泥だらけであった。しかし石川が帰る頃には、玄関で脱いだ靴は綺麗に磨かれていた。安部夫人こまをが拭いておいたのだ。このエピソードは非常に有名で、石川は後年よく思い出しては涙ぐみながら語ったという。こまを夫人は『主婦之友』創刊号の「十五人家内の主婦としての私の日常」という記事で、家事に対する考え方を語っている。
その他にも、本郷教会に通っていたライオン歯磨き社長の小林富次郎、戦後の国鉄総裁石田礼助らとも交流があったのではと言われる。『主婦之友』創刊号にはライオン歯磨きの広告が見られる。

2-4.妻・かつとの結婚

　同文館を退社した石川は、羽仁夫妻の夫人之友社に入社するも1年で退社し独立、『国民倶楽部』という青年向け修養雑誌を創刊する。しかし弱冠26歳の青年が何の後ろ盾も無く成功するほど世間は甘くなく、わずか3号で行き詰る。『国民倶楽部』の失敗により石川の手元には500円余りの借金が残った。この経験は後の主婦之友社経営にある信念を残す。大正15年（1926年）に執筆した『信念の上に立つ主婦之友社の経営』の「信念の記録」の中で、石川は「一家の経営に於ても、事業の経営に於ても、借金は決して良き結果をもたらすものではない」と語っている。これ以降、『主婦之友』創刊直後に赤字を出す以外、石川は借金に頼らなかった。
　同文館時代に共に仕事をした都河龍は大正1年（1912年）に『婦女界』を独立させ、発行した。都河の依頼を受け、借金返済のためにも石川は『婦女界』の編集に参加する。ここで石川は『婦女界』の記者として働いたことで、生涯の伴侶と出会うのであった。

　のちに石川の妻となる長谷川かつは、盛岡で眼科の開業医を営む両親のもとに生まれた。両親共に聖ニコライ教会信徒であったかつもまたクリスチャンであった。かつの父はかつが12歳の時に無くなり、一家は貧しい生活を余儀なくされた。かつにはきよという姉といしという妹がいたが、姉は非常に行動的な人物で、当時としては珍しかった女流写真家となり、その後小学校の教員免許を取得した。姉きよの小学校赴任後、姉妹の母はかつと妹のいしを連れて上京し、産婆となり働く。かつもまた小石川上富坂の水谷写真館で女中兼見習い生として住み込みで働き始めた。この水谷写真館に石川が『婦女界』の記者として訪れたのが二人の出会いであった。全く別の用事で写真館を訪れた石川は、たまたま聞いた長谷川かつの身上話に非常に感動した。大正2年から1年間にわたり『婦女界』に「流浪十年、けなげな母娘の奮闘記」という記事を連載したほどである。結婚相手に関して「苦労した女性でその苦労のあとの残らない明るい人」「健康でバイタリティのある人」「貧しくとも家筋のしっかりしたよい人」といった条件を掲げていた石川にとってかつは実に理想の女性であり、水谷夫妻を通じて結婚を申し込んだ。こうして大正3年（1914年）の1月に石川はかつと婚約した。幼い頃に父を亡くして以来苦労をし続け、それでもめげずに働き続けたかつは、『主婦之友』創刊の際にも石川と共に身を粉にして働いた。かつのとの結婚やその前向きな姿勢は、石川と『主婦之友』の成功において欠かせない要素であろう。
2-5.『主婦之友』創刊へ

　かつとの結婚を経て、石川は『婦女界』の編集を退き独立する。大正5年（1916年）9月、巣鴨町宮仲の借家の門柱に「東京家政研究会」の看板を掲げた。後の「主婦之友社」の設立である。石川はまず『貯金の出来る生活法』という本を出版する。300ページ50銭で出版したこの本は評判を得、たちまち重版となった。続いて石川は『実験千種・手軽で上手い経済料理』という本を全二巻で出版した。この取材にはかつの姉きよが全面協力し、小学校での勤務後に町の主婦を取材して回った。この本も好評を得ることが出来、3冊の出版の成功によって石川は500円の貯金を手にする。当時の中堅サラリーマンの月収が300円であったことからも石川の成功が判る。

石川が会社設立直後に雑誌の創刊に踏み切らなかったのには、前回の『国民倶楽部』での失敗がある。失敗を受け、石川はまず単発の出版で経営の基盤をつくったのだ。大正6年（1917年）3月、貯金500円を元にして、石川はついに『主婦之友』を創刊した。この時、東京家政研究会の従業員は石川ただ１人、妻かつとその姉きよによる協力だけで『主婦之友』を作り上げた。記者、販売員、広告係、責任者を石川が担当し、かつが雑誌の梱包や発送を担い、夫妻は朝から晩まで働いた。創刊号はみごとに大好評。全国の書店から追加注文が殺到し、年々その発行部数を伸ばしていった。
3.『主婦之友』を読む

　ここでは実際に『主婦之友』を手にとってみたいと思う。『主婦之友』はそのタイトル通り、読者を「主婦」に限定している。当時の「主婦＝ヌカミソくさいおかみさん」というイメージからこのタイトルに対する周囲からの反対もあったが、石川は「家庭生活を営む夫人、家事、育児に悩む主婦に読んでもらうため」にとタイトルに「主婦」を入れた。そもそもこの「主婦之友」というフレーズは石川が愛読していた仙台の『河北新報』の家庭欄コラムからとったといわれる。創刊号は定価15銭、発行部数1万部で売り出した。内容に関して、石川は小学校程度の学力で理解できる易しい記事を心掛けた。そのため、執筆者へ依頼した記事をそっくり掲載するではなく、自ら執筆者へ取材に出向き、判り易い記事にまとめた。
　『主婦之友』の発行部数は大正6年3月に1万部から始まったが、同年12月には2万部となった。翌年の新年号に3万部を発行するが、これは1/3が返品となってしまう。しかし同年12月には2万8千部、大正8年12月には7万8千部と順調に部数を伸ばし、大正9年6月には当時の雑誌業界1位の発行部数、22万部を記録する。さらに大正10年12月には25万5千8百部まで成績を上げる。（吉田好一『ひとすじの道』主婦の友社）
3-1.創刊号を読む

　『主婦之友』創刊号は大正6年3月1日に発行された。表紙には紙の雛人形と女性の顔が描かれ、巻頭の広告と絵を除いて全120ページで編集されている。巻頭には「懸賞付き判じ絵」といった絵の他に、加納子爵一家の写真が「理想的な家庭」として紹介されている。また、安部磯雄一家の写真も掲載されている。加納家・安部家については本文に記事も載せられている。
　創刊号には他誌のように「創刊の辞」の掲載は無く、本文は山脇玄の「私の感心した独逸の主婦気質」という記事から始まっている。この記事ではあるドイツ人主婦の家事について紹介し、日本の主婦を比較しながら、ドイツ人主婦がいかに経済的で合理的な家事を行うかを伝えている。このように具体的な主婦の生活や生い立ちを取り上げている記事は多い。それらを見るに、「苦労や困難に負けることなく努力し続け、現在は幸せな生活を送っている」主婦や、「女中に任せるのではなく自ら精力的に家事に励む」主婦の記事が多い。例えば、「表彰された節婦なみ女を訪ふ」では、戦争で夫を亡くし女で一つで家業と育児に奮闘した主婦を取材しており、また「ちょっと変わった結婚の条件」では、名家に嫁いでまもなく家事全般を任された主婦が女中に頼らず自らの目で判断して家事に努める体験談が掲載されている。これらの記事に登場する主婦の姿勢が、前述の石川自身の結婚の条件や妻かつの生い立ちと通ずるものがあることが伺える。
　創刊号では主婦の記事のみではなく、「夫から若き妻への註文二十ヶ条」と銘打って、夫4人の会合で出た妻への不満が掲載されている。「笑談の一つくらいは言って貰いたい」「愚痴や不平を夫の前では言わぬように」など、夫側からの妻への意見も注目されている。

3-2.積極的な懸賞募集

　『主婦之友』ではその積極的な懸賞募集の掲載も目を引く。創刊号から計７つの懸賞を募集し、そのほとんどが20銭から多いもので百円もの賞金がかけられている。募集問題は「主婦座右の銘」や「家計の実験」、「主婦重宝記」など、特別な知識の要らない主婦の実生活に基づくものばかりである。懸賞募集の多さや当選したものを実際に紙面に掲載していることから、『主婦之友』が当時の実際の主婦の生活に即した非常に実用的な雑誌であったことが伺える。
　中には多額の賞金をかけて小説や画家を募集したものもある。大正10年には選者に田山花袋らを招いて賞金1万円をかけた小説懸賞や、賞金総額3600円で表紙絵の募集を行っていたりもする。

3-3.販売面での施策

　大正10年6月号において、創刊4年で「東洋一の発行部数を有する雑誌となり得た」ことを読者に感謝するとして、「新流行の半襟を無代進呈」と銘打ち、1年以上の予約購読料を支払った読者に対して絽錦紗に手縫い刺繍を施した半襟を贈呈する旨を掲載した。市価2円50銭から3円もの品の贈呈という奉仕精神溢れる企画であった。しかしこの企画は雑誌協会の規定に違反しているとされ、石川は1000円以上の罰金と35日間の取引停止処分を下される。しかしこのサービス精神旺盛な企画は新たに数万人もの読者を獲得した。
　大正11年には月2回の発行を試みる。定価40銭とし、『主婦之友』をより多く楽しんでもらうべく計画した発行だが、読者から「とても読みきれない」との批判が届けられ、すぐに月1回の発行に戻すこととなった。

　『主婦之友』は付録にも積極的であった。大正7年1月号に別冊付録「開運独占ひ」を本誌と独立した形状でつけたのを皮切りに、その後も「奥様重宝記」や「家庭百科婦人重宝事典」などの付録を積極的に付け発行した。大正14年には本誌とは別に東京・関西・中部・西部・東北の地域ごとに31ページずつもの付録を付け発行した。
　
4.おわりに

　近代を代表する大衆的婦人雑誌『主婦之友』の生みの親である石川武美の人生を振り返ると、彼の出会った女性達や彼の経験が『主婦之友』で描かれる主婦達と共通点を持つように感じられる。石川が『主婦之友』で描いた「主婦像」は、明治以来の良妻賢母主義的教育の影響を受けた女性達、または『青鞜』を初めとする婦人問題を扱う雑誌で活躍した「新しい女」達とはある種異なった特色を持っていたようだ。『主婦之友』が雑誌業界1位の発行部数を誇っていたことから考えて、石川と『主婦之友』の中に生きた「主婦像」を考察することは、近代を生きた女性を知る上で手がかりになると考えられる。今後卒業論文において追求していきたい。
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